
令和５年度 第61回北海道高等学校教育研究大会
農業教科部会研究集会

研究主題
「持続可能で多様な環境に対応した農業教育の推進」
～科学技術の発展やグローバル化に求められる学校農場づくり～

道北の地域資源を活用した農業教育の実践

～地域から注目される農場づくりを目指して～

北海道剣淵高等学校

田 呂 雄 一
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スクールミッション
「持続可能な未来の担い手づくり」
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地域農家や関係機関と連携した農業教育を展開し、

作物・野菜・草花の栽培、加工・活用・ヒューマンサービス
及び流通に関する知識と技術を習得させ、

農業経営者及び関連する産業に従事する者として必要な能力
と態度を育てる。

地域農家
関係機関
連携

各分野
知識・技術
習得

関連産業
従事する
能力・態度



地域や関係機関と連携した農業教育
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地域や関係機関と連携した農業教育
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地域や関係機関と連携した農業教育
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地域や関係機関と連携した農業教育
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地域や関係機関と連携した農業教育
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地域や関係機関と連携した農業教育
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作物・野菜・草花栽培および加工製造での教育活動

栽培系科目

作物

野菜

草花

加工系科目

生物活用

経営力向上科目

農業経営

総合的能力

向上科目

課題研究

総合実習
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作物・野菜・草花栽培および加工製造での教育活動
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作物・野菜・草花栽培および加工製造での教育活動
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ヒューマンサービス及び流通に関する知識と技術の習得
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販売月 販売会名称 販売月 販売会名称 

５月 道の駅けんぶちＧＷイベント 

１０月 

学校祭 

６月 春の地場産フェア（２日間） 食祭フェア 

７月 ふれあい広場 総合学科全国大会販売 

８月 
農家の母さんおすすめ野菜市 農産物販売会 

キヌアサミット １１月 シクラメン販売会 

９月 食べマルシェ（２日間） １２日 冬の地場産フェア（２日間） 

 



ヒューマンサービス及び流通に関する知識と技術の習得
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ヒューマンサービス及び流通に関する知識と技術の習得
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②③農業国際系列

②③生活福祉系列②③未来のしんろ系列
①社会福祉基礎
①農業と環境

福祉理解
命の大切さ

持続的社会の学び

地域社会の理解
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剣淵町保育所

剣渕西原学園

けんぶち産キヌア生産普及組合

剣淵町給食センター
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剣淵町 米農家新見農場

猿払村漁協 湧別漁協
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鶏卵（１パック６個入り）４００円（税込）
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令和３年 記事掲載 ４８件
令和４年 記事掲載 ５７件
令和５年 記事掲載 ２０件
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令和３年入賞関係
陸上部高体連全道大会出場
北北海道意見発表大会（分野Ⅰ類）最優秀賞
介護福祉研究発表大会 優秀賞

令和４年入賞関係
陸上部高体連全道大会出場
環境省グッドライフアワード環境社会イノベーション賞
全道実績発表大会（クラブ活動発表）優秀賞

令和５年入賞関係
ＳＤＧｓクエスト未来甲子園コープさっぽろ賞
陸上部高体連全道大会出場（地区大会総合優勝）
北海道農業高校生ガーデニングコンテスト奨励賞
農業クラブ全国大会農業鑑定競技優秀賞
全農酪農経営体験発表会「酪農の夢」コンクール優秀賞
北海道地区介護技術コンテスト最優秀賞
全国高校生介護技術コンテスト奨励賞
全国福祉高等学校生徒体験発表優良賞
毎日地球未来賞奨励賞
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【生徒の評価】（平均）

H30
n=80

R1
n=67

R2
n=56

R3
n=50

R4
n=57

①
目標を持って学習に取組み、学習内容を身につけるこ
とができた。

知識・技能 3.05 3.15 3.27 3.06 3.02

② 意欲的にプロジェクト活動に取り組めた。
思考・判断・
表現

3.00 3.15 2.94 3.30 3.21

③
課題を見つけて積極的に農業や福祉の学習活動に取り
組んだ。

主体的に学習に
取り組む態度

3.48 3.56 3.43 3.34 3.25

回答方法：４段階評価（4：十分　3：おおむね　2：不十分　1：まったく　空白：わからない ）
評価方法：４段階評価の数値を利用

過去５年間の剣淵高校の学校評価　

質　問　項　目
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【教員の評価】（平均）

H30
n=20

R1
n=10

R2
n=14

R3
n=14

R4
n=13

①
専門学習・委託実習を通して、農業経営者及び関連す
る産業人としての知識・技術の向上に努めていたか。

知識・技能 3.33 3.40 2.88 3.10 3.80

②
農業を活用したヒューマンサービスについての実践力
を育て、地域社会の発展に努めることができたか。

思考・判断・
表現

3.20 3.20 2.83 3.60 3.70

③
自ら学ぶ意欲を育み積極的に行動する力を育てること
ができていたか。

主体的に学習に
取り組む態度

2.71 2.70 2.93 2.90 3.10

質　問　項　目

過去５年間の剣淵高校の学校評価　

回答方法：４段階評価（4：十分　3：おおむね　2：不十分　1：まったく　空白：わからない ）
評価方法：４段階評価の数値を利用
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【学校運営協議委員（外部）の評価】（平均）

H30
n=2

R1
n=4

R2
n=10

R3
n=10

R4
n=10

① ２年次生、３年次生での委託実習は有意義である。 知識・技能 4.00 3.75 3.50 3.80 3.80

②
総合学科として多様な教育課程・授業が準備されてい
るか。

思考・判断・
表現

3.00 3.00 3.00 3.20 3.20

③
自ら学ぶ意欲を育み積極的に行動する力を育てている
か。

主体的に学習に
取り組む態度

3.50 3.00 3.30 3.40 3.10

回答方法：４段階評価（4：十分　3：おおむね　2：不十分　1：まったく　空白：わからない ）
評価方法：４段階評価の数値を利用

質　問　項　目

過去５年間の剣淵高校の学校評価　
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31%

17%26%

26%
大学・短大

専門学校

一般就職

農業関連就職

【農業国際系列の進路先（過去３年間）】

令和２年度卒 １３名

合計 進路先 人数

酪農学園大学（農食環境学群）　指定校推薦 1

北海道立農業大学校（畜産経営学科）特別推薦 1

北海道立農業大学校（畑作園芸経営学科）特別推薦 2

旭川大学短期大学部（幼児教育学科）指定校推薦 1

拓殖大学北海道短期大学（農業ビジネス学科）特別推薦 1

ＪＡカレッジ　一般受験 1

学校法人八紘学園　北海道農業専門学校　指定校推薦 1

農業法人　人情ファーム（野菜の生育管理・収穫作業員） 1

百商屋（野菜の生育管理・収穫作業員） 1

日本甜菜製糖工場株式会社芽室製糖所（総合職） 1

株式会社サンデリカ旭川事業部（生産技術職） 1

富士産業株式会社（調理員） 1

令和３年度卒 ７名

合計 進路先 人数

北海道ハイテクノロジー専門学校　一般受験 1

北海道中央調理技術専門学校　推薦 1

農業関連 1 株式会社ＶＩＶＡマルシェ（販売） 1

株式会社マルハン　旭川永山店（サービス） 1

ＤｅｕｘＣＯＬＯＣＯ株式会社（製菓） 1

トウマ電子工業　株式会社 1

株式会社オレンジサポート（介護職員） 1

令和４年度卒 ３名

合計 進路先 人数

1 北海道情報大学　指定校推薦 1

日本ニューホランド株式会社（機械技術） 1

有限会社　中多寄農場（畜産） 1
就職 農業関連 2

種別

大学・短大

専門学校 2

就職
一般 4

種別

種別

大学・短大

専門学校

6

2

3

2

就職

農業関連

一般

31%

17%26%

26%
大学・短大

専門学校

一般就職

農業関連就職
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• 勤労観や職業感の育成

• 働く意欲、チャレンジ精神など積極性・
創造性の育成

関係機関との連携、農
業関連産業での見聞や

就業体験

• 農業の関心が高まる

• 知識・技術の習得と活用、探究活動に繋
がる

多種類の作物栽培で有
意義な農業教育実践

• コミュニケーション能力、社会性の向上

• 広い視野での思考力向上、社会への適応
力育成

対面販売、系列間や普
通教科の教科等横断的

実践
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• 環境保全に対する意識が高まる

• 持続可能な農業学習を展開
道北未利用資源を活用
した養鶏の実践

• 飼料化し、鶏に給餌することで、
課題探究と解決力の向上

特定外来生物駆除の認
定を受け、駆除実施

• 地域産業理解と貢献

• コミュニケーション能力の育成

地域イベントへの参加
等交流を通じた実践的

教育
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• 地域から注目される学校農場づくり
メディア発信で学校教育
活動を地域住民に周知

• 活動が社会的に認知され、達成感や成就
感を体得、主体的な変容へ

• 生徒のやりがいや励みに繋がる

コンテスト等への応募、
入賞

• 主体的に学び、分かる授業を実践農業科目学習実践は体験
の場だけでなく、学習内
容と結び付けた学び
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教育活動を活性
化させるために

農場教職員や先生方との関わ
り方

マンネリ化は衰退の道に

教員が楽しむ授業は、生
徒も楽しめる

校内外で出会った人と
の関わり（繋がり）

人との繋がり
を大切にする
（協力体制）

常に改善しよ
うとする姿勢
で臨む



▪農家や企業、地域の方々との協働による教育活動

→社会に開かれた教育課程を実践

▪総合学科は普通科、専門科目から選択肢が用意

→生徒自身が学びたい科目を選択

▪３系列に分かれての学び

→農業や福祉の学びがバックボーンにあり、教科等横断的な学
習の実践により人間性豊かで命の大切さを知る職業人の育成
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▪安全な食料の安定供給や環境保全の必要性、地域資源を活
用した持続可能な農業教育

→探究的で主体的な学習活動を推進

▪地域を盛り上げ、生徒も盛り上がる農業教育

→地域から注目される農場づくりを推進
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ありがとうございました。


